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ボーナス引下げについて合意に至らず 
 

 11月5日に労使交渉を行いました。組合からは伊藤執行委員長、三木副執行委員長、國頭

事務局長、成澤中央執行委員、新村中央執行委員、法人からは武田総務担当理事、古橋総務

部長、小林人事課長ほか3人の担当者が出席しました。10月23日に行った事前交渉の本交渉

です。 

 

１．法人提案の人事院勧告に基づくボーナスの引下げについて 

 法人側から人事院勧告に準拠し、ボーナス0.05月分の引下げを行いたいとの説明がありま

した。これに対し組合側は、コロナ禍で教職員の負担が増している状況下であるため、昨年

と同水準のボーナスを要求しました。 

 双方の主張が折り合わず、合意に至りませんでした。これにより、12月の期末手当が現行

の1.30月分から1.25月分へ引下げとなります。一人当たり平均して1.8～2.7万円の減額とな

ります。組合としては今後も、給与と職場環境の改善を要求していきたいと考えています。 

 なお、今回のボーナス引下げによって、法人側には約4400万円の余剰が発生します。これ

は目的積立金に繰り入れられ、今後のコロナ対策に用いられるということです。少なくと

も、教職員の労働安全の確保・職場環境の改善（感染症対策など）、コロナ対策にともなう

労働負荷の軽減のために充てられることを願います。 

 

２．組合からの提案 

① 非常勤職員のボーナス支給 

 昨年度に引き続き、非常勤職員にもボーナスを支給することを提案しました。 

 

② 育児短時間勤務や短時間勤務へのテレワークの導入 

 育児短時間勤務や、家族の介護等のために取得できる短時間勤務に、テレワーク（在宅勤

務）が可能となるように規則を整備することを提案しました。 

 

３．組合から質問 

 高年齢者雇用安定法による70歳定年への努力義務について、法人として何か考えているか

聞いてみました。公務員の動向をみながら、考え始めているということでした。私立大学に

は、教員の70歳定年を定めているところが多いと聞きます。組合員のニーズが高いようであ

れば、今後も要求をしていきたいと考えています。 
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